
８月 4 日 （土） 
午後 2 時 30 分 

あざれあ 
502 会議室 

（JR 静岡駅北口より 徒歩 8分） 

主催 静岡県労働研究所  

森岡孝二氏プロフィール 

関西大学名誉教授 

1944 年大分県出身 

経済学者、大阪過労死 

問題連絡会会長、 

働き方ネット大阪会長、 

著書に『雇用身分社会』 

（岩波書店、2015 年）、 

『働きすぎの時代』 

（岩波書店、2005 年）、 

『過労死は何を告発しているか――現代日本の

企業と労働』（岩波書店、2013 年）など多数 

 
 
 

 

 

 
  
 
 
   
 

 

 

 

 

  

 

   

◎連絡先：〒422-8062 静岡市駿河区稲川 2-2-1 セキスイハイムビルディング７F（静岡県評内） 
静岡県労働研究所   TEL 054-287-1293    FAX 054-286-7973 

メール：roudouadv@wave.wbs.ne.jp  ホームページ：http://www.geocities.jp/shizuokarouken/ 

働くものと県民のための静岡県労働研究所 参加費：５００円 

学生は無料 

当日の企画 

●静岡県労働研究所 第 9回中間総会 

  午後 1時～2時 

●記念事業 (誰でも参加できます) 

  午後 2時 30 分～4時 40 分 

 現場からの報告：池田芳枝氏 

講演「働きすぎのメカニズム 

―労働時間短縮の運動を―」 

    森岡孝二氏（関西大学名誉教授） 

なぜ日本人は死ぬまで働くのか。なぜ過

労死は依然として減らないのか。過労死問

題の第一人者がこの四半世紀を踏まえて、

働きすぎのメカニズムを検証します。 

労働時間について、会社のあり方につい

て、その実態を正確につかむことが求めら

れています。過労死問題を掘り下げると、

日本社会の問題性が見えてきます。 

（『過労死は何を告発しているか』内容紹介より） 


